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要 旨
海南大学の日本語学科は2004年に設立され、2012年は９年目を迎えた。現在、学生数は240名ほどで、
教員は13名である。カリキュラムの設置は日本語の言語知識をはじめとして、翻訳・通訳、経済、観
光、文学、日本社会など多分野にわたっている。しかし、実習基地の欠如、教員の経験不足及び学生
の学習動機の低下などは日本語学科が直面している問題である。学科の発展を遂げるため、海外留学
協定校を増やし職業計画コースの取入れなどを通して学生の学習動機を高めるとともに、教員の教授
力及び研究力を高めるなどの対策を講じている。
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世界経済のグローバル化が進展するにつれて、中国と日本の交流もますます盛んになっている。日
本語ができる人材の需要も高まっている。このような時代の需要にこたえて、海南大学では2004年に
日本語が一つの独立した学科として設立された。翌年の９月から募集が始まり、2012年には９年目を
迎えた。本稿は主に海南大学外国語学院日本語学部における日本語教育の現状を説明し、問題点を分
析したうえで、対策を探ろうとするものである。
１．日本語教育の現状
海南大学の日本語教育は、日本語専攻教育、第一外国語教育、第二外国語教育からなる。日本語専
攻は主に外国語学院日本語学部が実施し、第一外国語は旅遊学院応用外国語学部が実施するものであ
る。第二外国語は主に英語専攻の学部生と院生を対象に実施される。日本語専攻教育では、日本語に
関係する単位数が多く、必修科目と選択科目を合わせて98単位で、全体の単位数の57％程を占めてい
る。それに対して、第一外国語教育では、観光管理が専攻であり、日本語に関係する単位数は30％弱
である。第二外国語は選択授業なので、単位数はわずかに８単位である。以下では主に、日本語専攻
教育を例として述べていきたいと思う。
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１．１ 日本語学科について
海南大学の日本語学科は2004年10月に設立され、2005年９月から募集が始まった。一年目は30名の
規模だったが、2006年から２クラス60名の規模で学生を募集している。今では、一学年から四学年ま
での学生数は240名程になった。教員も頭初の５名から今の13名（２名の日本人教員を含）というよう
に、徐々に充実してきている。
１．２ カリキュラムの構成
日本語学科の人材養成は、確実な言語能力と広範な社会知識を身に付け、異文化交流にもある程度
適応できる能力を持つことを目標としている。そのため、一・二年次の時に、日本語の言語知識を中
心として学習し、三・四年次は実用性の富む多分野にわたって学習するというカリキュラムが設置さ
れている。
「基礎日本語Ⅰ―Ⅳ」は一・二年次の最も重要な科目である。授業時間は576時間で、単語・文法な
どを中心としている。二年次の終わりごろ、日本語能力試験のＮ２レベルに達成するのを目標として
いる。
その他に、「聴解」・「読解」・「会話」といった科目も、学生の聞く・読む・話す能力を養成するため
の必修科目となっている。そして、日本社会に対する理解を深めるため、「日本概況」も二学期に64時
間実施されている。
三年次からカリキュラムの設置方向は実用性にシフトする。日本語の総合応用能力の訓練を中心と
して、「高級日本語」・「翻訳・通訳」という科目が設けられている。また、「観光日本語」、「ビジネス
日本語」、「日本文学」、「日本企業文化」など、幅広い進路で役立つ教養科目もそれぞれ一学期、32時
間で設けられている。
以下に日本語選考の授業一覧を示す。
李 明 玲
表１ 日本語専攻のカリキュラム（日本語科目)
コース
属 性 科 目 名
授 業
時間数 単 位 授業学期
必 修 基礎コース科目 計：672 計：42.0
必 修 基礎日本語Ⅰ 96 6.0 1
必 修 基礎日本語Ⅱ 160 10.0 2
必 修 日本語聴解Ⅰ 32 2.0 2
必 修 基礎日本語Ⅲ 160 10.0 3
必 修 日本語聴解Ⅱ 32 2.0 3
必 修 基礎日本語Ⅳ 160 10.0 4
必 修 日本語聴解Ⅲ 32 2.0 4
必 修 専門コース科目 計：576 計：36.0
必 修 日本語発音 32 2.0 1
必 修 日本語会話 32 2.0 2
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１．３ 主幹科目のシラバス
日本語学部の学生はすべてゼロからのスタートなので、「基礎日本語Ⅰ―Ⅳ」は日本語を身につける
ための、最も重要なコースである。一、二年次の間は、ほとんど毎日のように一コマ（100分）の授業
が設けられている。中国の日本語学科でよく使われる『新編日語１－４』（上海外国語教育出版社）を
教科書としている。本文の暗記、文型の練習、翻訳、授業内の発表などが活動の中心で、地道ではあ
るが、効果的なやり方を取り入れている。
１．４ 卒業生のレベル及び進路について
2009年に一期目の卒業生が出て、2013年６月には、五期目の卒業生が出た。卒業した時点で日本語
能力Ｎ１試験に合格している比率は、平均で70％近い。卒業率や就職率も高く、平均95％に達してい
る。卒業生の進路も日系企業をはじめ、不動産、銀行、民営企業など幅広い分野にわたっている。特
に、３期目の卒業生から、日本で就職する学生も何人か現れ、海外での就職も一つのルートとなって
きた。
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必 修 日本語読解Ⅰ 32 2.0 2
必 修 日本語読解Ⅱ 32 2.0 3
必 修 日本概況Ⅰ 32 2.0 4
必 修 日本概況Ⅱ 32 2.0 5
必 修 高級日本語Ⅰ 64 4.0 5
必 修 翻訳Ⅰ 32 2.0 5
必 修 高級日本語Ⅱ 64 4.0 6
必 修 翻訳Ⅱ 32 2.0 6
必 修 日本文学作品 32 2.0 6
必 修 通訳Ⅰ 32 2.0 6
必 修 高級日本語Ⅲ 64 4.0 7
必 修 日本語作文Ⅰ 32 2.0 7
必 修 通訳Ⅱ 32 2.0 7
選 択 文化コース選択科目 計：320 計：20.0
選 択 日本語コミュニケーション 32 2.0 5
選 択 上級聴解 32 2.0 5
選 択 日本近代文学史 32 2.0 5
選 択 観光日本語 32 2.0 5
選 択 ビジネス日本語 32 2.0 5
選 択 日本文化 32 2.0 6
選 択 日本語新聞読解 32 2.0 6
選 択 日本語言語論 32 2.0 6
選 択 日本企業文化 32 2.0 7
選 択 日本語語彙学 32 2.0 7
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２．存在する問題点
２．１ 実習基地の欠如
海南省が島なので、交通や物流は大陸ほど便利ではない。そのせいか、日系企業や対日貿易企業が
少ない。日本人の観光客も少ないので、学生にとって、日本語が使える場所は学校内に限られている。
そのため、日本語によるコミュニケーションのチャンスが少なく、異文化交流の能力の養成は難しい。
２．２ 教員の教授力及び研究意識の不足
学生のレベルは教員の手腕によるといわれるように、優秀な教員がいることは優秀な学生が育てら
れる条件の一つと思われる。大学の名声、学科の大学における歴史や地位、人事制度、待遇や給料な
どはいい教員を集めるための重要なポイントである。
海南大学の日本語科は成立から年数が浅いので、まずベテランの教員が少ない。そのため、日本語
の教授法についての知識の集積も足りない。それから、教員の日本語力も実践で磨くチャンスが少な
い。上記述べたように、海南島の日本語使用の環境が整っていないため、学生ばかりでなく、教員自
身も日本語を生活の言語としては使っていない。教科書通りに教えているだけでは、コミュニケーショ
ンができる学生は育てにくい。また、若い教員が多いため、研究能力が十分に育成されていないとい
うことも問題である。研究成果が学科の発展に与える影響を重視していない教員も多い。
２．３ 学生の学習動機の低下
中国では、大学の募集は入学試験が終わった後で行われる。全国の大学入学試験の点数がわかった
時点で、学生は希望校と希望する専門を提出するのが普通である。点数によっては、希望校に入った
としても、希望の専門を勉強できるというわけではない。アンケートの調査によれば、日本語学部に
は、入学の第一志望が日本語でない学生の数はかなり多い。例えば、今の二年生（2011年入学）の中
で、専門が調整された人数は36％程に上るそうだ。その中から、勉強をあきらめる学生が出るのも別
に不思議なことではない。
次に、将来の職業への計画もなく、専門がどれでもいいという考えで日本語を選んだ学生もいる。
このような学生ははっきりとした目標はなく、ただ漠然に大学生活を送っている。当然、勉強に必要
な熱心さもなければ、集中力もない。
三つ目は将来の就職への不安にも関係がある。日本語を勉強した以上、卒業したら日系企業や日本
に就職したいと思っている学生は多い。しかし、日本語科の学生にとって、中日関係の善し悪しも学
習動機に大きな影響を与えるものになる。両国の関係が不安定な状態になると、卒業してから、まだ
日本語に使い道があるのかと動揺する学生も出かねない。
20 李 明 玲
３．対 策
３．１ 留学協定校を増やす
現在、日本における海南大学の交換留学協定校は三校であり、交換留学の学生数（日本語科に限ら
ない）は一年間６名ほどである。そのほかに、私費留学の協定校も一校ある。2009年以来、日本語科
の交換留学生と私費留学生の合計数は41人達している。留学生を相手に行われたアンケートの結果か
らみると、日本語力の向上が実感できたばかりでなく、日本文化の理解やコミュニケーション力もだ
いぶ向上してきたことが分かった。また、一年間の留学経験は、就職や大学院への進学の際に、プラ
スの要因となることが多い。ゆえに、留学協定校、特に交換留学の協定校の増加は、学生に異文化理
解のチャンスをより多く提供することができる。これで、日本語のコミュニケーションを行う実習地
の不足もある程度補えると思われる。
もちろん、交換留学には全く問題がないとは言えない。たとえば、海南大学は地理的に不便なせい
か、今になっても日本の協定校からの留学生はまだ一人もいなく、「交換」は一方的な「輸出」になっ
ている。どのようにして海南大学を魅力ある大学としてアピールし、留学生を受け入れるのかも一つ
の課題になっている。
３．２ 学習動機を高める
３．２．１ 教育目標の明確化
日本語を身に付ける学生を育てるのは言うまでもなく、日本語科の大切な教育目標である。しかし、
日本語ができるという単純な目標は、やや時代遅れになったようだ。日本語学科が設けられている大
学は2005年の256カ所?から、2010年の466カ所?まで増えており、日本語科の卒業生もそれに応じて増加
し、就職の競争も激しくなっている。複合型の人材こそ、今の時代に求められ、就職に勝ち抜く人材
である。すなわち、語学力＋異文化コミュニケーション力または＋αの能力（経済・金融・IT・…）
という複合能力を持つ人の養成も重要になってくる。
海南大学の日本語科は設立当初から、上記の目標を向けて、カリキュラムの設定が行われた。しか
し、効果は思ったほど表れていない。＋αの能力を持っている教員が少ないことが、その理由として挙
げられるが、学生に複合型の人材養成目標を認識させる努力はあまりしていなかったことも理由とし
て考えられる。「明確な目標が前へ進む力になる」という言葉があるが、小中学校と違って、大学に入っ
たとたんに学習の目標がなくなる学生に、卒業後の目標を認識させるのは、学習動機を高めることに
役立つと思う。
３．２．２ キャリアデザインや就職指導コースを取り入れる
現在の社会の発展は速く、就職の競争も激しい。大学生活を漠然として過ごした者は、就職活動の
際、もっと勉強しておけばと後悔することは多いだろう。とはいえ、勉強ばかりしていた人も理想と
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現実の差に驚くだろう。キャリアデザインは大学生にとって、学校と社会をつなぐ橋のようなもので
ある。日本語と職業の関係はどうなのか、日本語が使える仕事はどんなものか、日本語を使ってどう
仕事を探すのか、などという学生の人生に関わるプランニングを一つのコースとして取り入れる必要
がある。就職指導を受けた学生は自分なりのキャリアプランニングを作ることができ、それも学習意
欲の向上につながると思われる。
３．３ 教員の教授力及び研究力を高める
言葉は時代とともに変わっていくものだ。外国語を教える教員にとって、その言語の動きを敏感に
感知するために、常に勉強を怠ってはいけない。また、大学教員という職業は学生を社会に役立つ人
材に育成するという仕事だが、自分自身も名実相伴う教員になるための努力が必要になる。
教員の教授力を磨くために、今年から、日本語学科では教学研究会を定期的に行うようになった。
会議では、各教員が授業のやり方、学生の扱い方などを説明し、ほかの教員は質疑やコメントを発表
する。それから、学生に評価される教員によって模範授業をする。また、ネイティブの先生を誘って、
言葉の表現などについての講座を開く。こうして情報や経験の共有によって、教員の教授力の向上を
図っている。
もう一つ重要なことは、理論面においての研究に関わる問題である。研究を軽視したら、構造的な
知識の広さ、深さが不十分になるだけでなく、教育の現場では活用の効かない知識を伝えるだけにな
る恐れがある。これを防ぐために、学術的なリーダーの指導の下に、日本の本を翻訳し、教育・研究
論文を書き、教科書を編集するなど、日本語を生かして、海南島に地域貢献のできるような研究活動
が行われている。
４．結 語
学科知識の産出能力の向上及び人材養成能力の増強は大学の学科の発展における本質的なものだと
いえる。学科の現状を維持するだけでは、長い目で見れば必ず衰退する。社会のニーズに応え、自分
なりの研究理論や研究方法を持てば、学科は活力を維持でき、発展していく。海南大学の日本語学科
は日本語教育が盛んである中国の大学で不敗の地に立つためにも、まだ更なる努力が必要である。
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